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(57)【要約】
【課題】特定の音声と同期して、各種動作を実行するこ
とのできる撮影装置を提供すること。
【解決手段】外部からの外部音声を入力する音声入力手
段１４０と、前記外部音声を解析して、前記外部音声の
特性である外部音声特性を抽出する音声解析手段１７１
と、第１の特定音声の特性を、第１特定音声特性として
記憶する第１音声特性記憶手段１７２と、前記外部音声
特性と、前記第１特定音声特性とを比較し、該比較結果
に基づいて、撮影準備動作を起動するか否かを判定する
第１判定手段１７３とを備えることを特徴とする撮影装
置。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部からの外部音声を入力する音声入力手段と、
　前記外部音声を解析して、前記外部音声の特性である外部音声特性を抽出する音声解析
手段と、
　第１の特定音声の特性を、第１特定音声特性として記憶する第１音声特性記憶手段と、
　前記外部音声特性と、前記第１特定音声特性とを比較し、該比較結果に基づいて、撮影
準備動作を起動するか否かを判定する第１判定手段とを備えることを特徴とする撮影装置
。
【請求項２】
　請求項１に記載の撮影装置において、
　前記外部音声特性および前記第１特定音声特性は、音量の情報、および音声波形の情報
を含み、
　前記第１判定手段は、前記外部音声の音量と、前記第１特定音声の音量との差分、およ
び、前記外部音声の音声波形と、前記第１特定音声の音声波形との差分を算出し、各前記
差分が、予め定められた所定の閾値以下である場合に、撮影準備動作を起動することを特
徴とする撮影装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の撮影装置において、
　前記外部音声特性および前記第１特定音声特性は、音量の情報、および基本周波数の情
報を含み、
　前記第１判定手段は、前記外部音声の音量と、前記第１特定音声の音量との差分、およ
び、前記外部音声の基本周波数と、前記第１特定音声の基本周波数との差分を算出し、各
前記差分が、予め定められた所定の閾値以下である場合に、撮影準備動作を起動すること
を特徴とする撮影装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の撮影装置において、
　前記音声解析手段は、所定のタイミングで繰り返し、前記外部音声特性の抽出を行い、
　前記第１判定手段は、所定のタイミングで繰り返し、前記外部音声特性と、前記第１音
声特性との比較を行うことを特徴とする撮影装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の撮影装置において、
　ユーザがレリーズボタンを半押しした場合に、前記音声解析手段は、半押し時において
前記音声入力手段に入力された外部音声の外部音声特性を抽出し、
　前記第１音声特性記憶手段は、該外部音声特性を、前記第１特定音声特性として、記憶
することを特徴とする撮影装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の撮影装置において、
　前記第１の特定音声とは異なる第２の特定音声の特性を、第２特定音声特性として記憶
する第２音声特性記憶手段と、
　前記撮影準備動作が起動中である場合に、前記外部音声特性と、前記第２特定音声特性
とを比較し、該比較結果に基づいて、撮影を行なうか否かを判定する第２判定手段と、を
さらに備えることを特徴とする撮影装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の撮影装置において、
　前記外部音声特性および前記第２特定音声特性は、音量の情報、および音声波形の情報
を含み、
　前記第２判定手段は、前記外部音声の音量と、前記第２特定音声の音量との差分、およ
び、前記外部音声の音声波形と、前記第２特定音声の音声波形との差分を算出し、各前記
差分が、予め定められた所定の閾値以下である場合に、撮影を実行することを特徴とする
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撮影装置。
【請求項８】
　請求項６に記載の撮影装置において、
　前記外部音声特性および前記第２特定音声特性は、音量の情報、および基本周波数の情
報を含み、
　前記第２判定手段は、前記外部音声の音量と、前記第２特定音声の音量との差分、およ
び、前記外部音声の基本周波数と、前記第２特定音声の基本周波数との差分を算出し、各
前記差分が、予め定められた所定の閾値以下である場合に、撮影を実行することを特徴と
する撮影装置。
【請求項９】
　請求項６～８のいずれかに記載の撮影装置において、
　前記音声解析手段は、所定のタイミングで繰り返し、前記外部音声特性の抽出を行い、
　前記第２判定手段は、所定のタイミングで繰り返し、前記外部音声特性と、前記第２音
声特性との比較を行うことを特徴とする撮影装置。
【請求項１０】
　請求項６～９のいずれかに記載の撮影装置において、
　ユーザがレリーズボタンを半押しした場合に、前記音声解析手段は、半押し時に前記音
声入力手段に入力された外部音声の外部音声特性を抽出し、
　前記第２音声特性記憶手段は、該外部音声特性を、前記第２特定音声特性として、記憶
することを特徴とする撮影装置。
【請求項１１】
　請求項６～１０のいずれかに記載の撮影装置において、
　ユーザがレリーズボタンを全押しした場合に、前記音声解析手段は、全押し時点から所
定時間前までに前記音声入力手段に入力された外部音声の外部音声特性を抽出し、
　前記第２音声特性記憶手段は、該外部音声特性を、前記第２特定音声特性として、記憶
することを特徴とする撮影装置。
【請求項１２】
　請求項６～１１のいずれかに記載の撮影装置において、
　ユーザの操作により、前記音声入力手段から入力される外部音声を記録する記録手段と
、
　ユーザの操作により、前記外部音声記録手段に記録された外部音声のうち、前記第１音
声特性記憶手段に第１特定音声特性として記憶させる音声および／または前記第２音声特
性記憶手段に第２特定音声特性として記憶させる音声を設定する設定手段とをさらに備え
ることを特徴とする撮影装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、動画像を撮影する際において、動画像撮影中の音声を集音するために、集音
マイクを備えた撮影装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１０４３１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一方で、自動車レースなどの特定の撮影場面において、自動車の走行音などの特定の音
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声と同期して、撮影準備動作の起動や被写体像の撮影を行うことが望まれるような場面が
存在するものの、従来の撮像装置においては、このように特定の音声と同期した動作を行
なうことができなかった。
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、特定の音声と同期して、各種動作を実行することの
できる撮影装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、以下の解決手段によって上記課題を解決する。なお、以下においては、本発
明の実施形態を示す図面に対応する符号を付して説明するが、この符号は本発明の理解を
容易にするためだけのものであって発明を限定する趣旨ではない。
【０００７】
　[１]本発明の撮影装置は、外部からの外部音声を入力する音声入力手段（１４０）と、
前記外部音声を解析して、前記外部音声の特性である外部音声特性を抽出する音声解析手
段（１７１）と、第１の特定音声の特性を、第１特定音声特性として記憶する第１音声特
性記憶手段（１７２）と、前記外部音声特性と、前記第１特定音声特性とを比較し、該比
較結果に基づいて、撮影準備動作を起動するか否かを判定する第１判定手段（１７３）と
を備えることを特徴とする。
【０００８】
　[２]本発明の撮影装置において、前記外部音声特性および前記第１特定音声特性が、音
量の情報、および音声波形の情報を含み、前記第１判定手段（１７３）が、前記外部音声
の音量と、前記第１特定音声の音量との差分、および、前記外部音声の音声波形と、前記
第１特定音声の音声波形との差分を算出し、各前記差分が、予め定められた所定の閾値以
下である場合に、撮影準備動作を起動するように構成することができる。
【０００９】
　[３]本発明の撮影装置において、前記外部音声特性および前記第１特定音声特性が、音
量の情報、および基本周波数の情報を含み、前記第１判定手段（１７３）が、前記外部音
声の音量と、前記第１特定音声の音量との差分、および、前記外部音声の基本周波数と、
前記第１特定音声の基本周波数との差分を算出し、各前記差分が、予め定められた所定の
閾値以下である場合に、撮影準備動作を起動するように構成することができる。
【００１０】
　[４]本発明の撮影装置において、前記音声解析手段（１７１）が、所定のタイミングで
繰り返し、前記外部音声特性の抽出を行い、前記第１判定手段（１７３）が、所定のタイ
ミングで繰り返し、前記外部音声特性と、前記第１音声特性との比較を行うように構成す
ることができる。
【００１１】
　[５]本発明の撮影装置において、ユーザがレリーズボタンを半押しした場合に、前記音
声解析手段（１７１）が、半押し時において前記音声入力手段に入力された外部音声の外
部音声特性を抽出し、前記第１音声特性記憶手段（１７２）が、該外部音声特性を、前記
第１特定音声特性として、記憶するように構成することができる。
【００１２】
　[６]本発明の撮影装置において、前記第１の特定音声とは異なる第２の特定音声の特性
を、第２特定音声特性として記憶する第２音声特性記憶手段（１７４）と、前記撮影準備
動作が起動中である場合に、前記外部音声特性と、前記第２特定音声特性とを比較し、該
比較結果に基づいて、撮影を行なうか否かを判定する第２判定手段（１７５）と、をさら
に備えるように構成することができる。
【００１３】
　[７]本発明の撮影装置において、前記外部音声特性および前記第２特定音声特性が、音
量の情報、および音声波形の情報を含み、前記第２判定手段（１７５）が、前記外部音声
の音量と、前記第２特定音声の音量との差分、および、前記外部音声の音声波形と、前記
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第２特定音声の音声波形との差分を算出し、各前記差分が、予め定められた所定の閾値以
下である場合に、撮影を実行するように構成することができる。
【００１４】
　[８]本発明の撮影装置において、前記外部音声特性および前記第２特定音声特性が、音
量の情報、および基本周波数の情報を含み、前記第２判定手段（１７５）が、前記外部音
声の音量と、前記第２特定音声の音量との差分、および、前記外部音声の基本周波数と、
前記第２特定音声の基本周波数との差分を算出し、各前記差分が、予め定められた所定の
閾値以下である場合に、撮影を実行するように構成することができる。
【００１５】
　[９]本発明の撮影装置において、前記音声解析手段（１７１）が、所定のタイミングで
繰り返し、前記外部音声特性の抽出を行い、前記第２判定手段（１７５）が、所定のタイ
ミングで繰り返し、前記外部音声特性と、前記第２音声特性との比較を行うように構成す
ることができる。
【００１６】
　[１０]本発明の撮影装置において、ユーザがレリーズボタンを半押しした場合に、前記
音声解析手段（１７１）が、半押し時に前記音声入力手段に入力された外部音声の外部音
声特性を抽出し、前記第２音声特性記憶手段（１７４）が、該外部音声特性を、前記第２
特定音声特性として、記憶するように構成することができる。
【００１７】
　[１１]本発明の撮影装置において、ユーザがレリーズボタンを全押しした場合に、前記
音声解析手段（１７１）が、全押し時点から所定時間前までに前記音声入力手段に入力さ
れた外部音声の外部音声特性を抽出し、前記第２音声特性記憶手段（１７４）が、該外部
音声特性を、前記第２特定音声特性として、記憶するように構成することができる。
【００１８】
　[１２]本発明の撮影装置において、ユーザの操作により、前記音声入力手段から入力さ
れる外部音声を記録する記録手段と、ユーザの操作により、前記外部音声記録手段に記録
された外部音声のうち、前記第１音声特性記憶手段に第１特定音声特性として記憶させる
音声および／または前記第２音声特性記憶手段に第２特定音声特性として記憶させる音声
を設定する設定手段（１５０）とをさらに備えるように構成することができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、特定の音声と同期して、各種動作を実行することのできる撮影装置を
提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係る一眼レフデジタルカメラを示す要部構成図であ
る。
【図２】図２は、カメラ制御部１７０の構成を示すブロック図である。
【図３】図３は、集音マイクにより集音された外部音声の具体例としてのピアノ音の音量
の情報を示す図である。
【図４】図４は、集音マイクにより集音された外部音声の具体例としてのピアノ音の音声
波形の情報を示す図である。
【図５】図５は、図４に示す音声波形をフーリエ変換することにより得られた周波数ごと
の振幅のデータを示す図である。
【図６】図６は、図４に示す音声波形をフーリエ変換することにより得られた周波数ごと
の位相のデータを示す図である。
【図７】図７は、外部音声と、起動用音声との音量差ΔＶを算出する方法の一例を説明す
るための図である。
【図８】図８は、外部音声と、起動用音声との音声波形差ΔＷを算出する方法の一例を説
明するための図である。
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【図９】図９は、「音記憶撮影モード」が選択されている場合におけるカメラ１の動作を
示すフローチャートである。
【図１０】図１０は、「音検知自動撮影モード」が選択されている場合におけるカメラ１
の動作を示すフローチャートである。
【図１１】図１１は、本実施形態が適用される一場面例を示す図である。
【図１２】図１２は、他の実施形態における、外部音声の解析方法を説明するための図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。図１は、本実施形態に係るデジタ
ルカメラ１の構成を示すブロック図であり、上記発明の撮像装置に関する構成以外のカメ
ラの一般的構成については、その図示と説明を一部省略する。
【００２２】
　本実施形態のカメラ１は、カメラボディ１００とレンズ鏡筒２００とを備え、これらカ
メラボディ１００とレンズ鏡筒２００はマウント部３００により着脱可能に結合されてい
る。本実施形態のカメラ１においては、レンズ鏡筒２００は、撮影目的などに応じて、交
換可能となっている。
【００２３】
　レンズ鏡筒２００には、撮影レンズ２１０や絞り装置２２０などからなる撮影光学系が
内蔵されている。
【００２４】
　撮影レンズ２１０は、複数のレンズから構成されるレンズ群からなり、焦点調節を行う
ためのフォーカスレンズや、撮影倍率を調整するためのズームレンズなどを含んでなり、
これら各レンズは、レンズ制御部２３０からの駆動信号に基づいて、各レンズを駆動する
ための駆動モータが駆動することで、光軸Ｌ１方向に移動するような構成となっている。
また、各レンズの移動は、レンズ鏡筒２００に備えられたフォーカス環およびズーム環を
回転操作されることによっても行われる。
【００２５】
　絞り装置２２０は、上記撮影光学系を通過して撮像素子１１０に至る光束の光量を制限
するために、光軸Ｌ１を中心にした開口径が調節可能に構成されている。絞り装置２２０
による開口径の調節は、たとえば、自動露出モードにおいて演算された絞り値に応じた信
号が、カメラ制御部１７０からレンズ制御部２３０を介して絞り駆動部へ送信されること
により行われる。また、開口径の調節は、カメラボディ１００に設けられた操作部１５０
によるマニュアル操作により、設定された絞り値に応じた信号がカメラ制御部１７０から
レンズ制御部２３０を介して絞り駆動部へ送信されることによっても行われる。
【００２６】
　レンズ鏡筒２００にはレンズ制御部２３０が設けられている。レンズ制御部２３０はマ
イクロプロセッサとメモリなどの周辺部品から構成され、カメラ制御部１７０と電気的に
接続され、このカメラ制御部１７０から撮影倍率やデフォーカス量、絞り制御信号などの
情報を受信するとともに、カメラ制御部１７０へ、撮影レンズ２１０を構成する各レンズ
のレンズ位置や絞り値などのレンズ情報を送信する。
【００２７】
　一方、カメラボディ１００は、被写体からの光束を撮像素子１１０、ファインダ１３５
、測光センサ１３７および焦点検出モジュール１６０へ導くためのミラー系１２０を備え
る。このミラー系１２０は、回転軸１２３を中心にして被写体の観察位置と撮影位置との
間で所定角度だけ回転するクイックリターンミラー１２１と、このクイックリターンミラ
ー１２１に軸支されてクイックリターンミラー１２１の回転に合わせて回転するサブミラ
ー１２２とを備える。
【００２８】
　図１においては、ミラー系１２０が被写体の観察位置にある状態を実線で示し、被写体
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の撮影位置にある状態を二点鎖線で示す。ミラー系１２０は、被写体の観察位置にある状
態では光軸Ｌ１の光路上に挿入される一方で、被写体の撮影位置にある状態では光軸Ｌ１
の光路から退避するように回転する。
【００２９】
　クイックリターンミラー１２１はハーフミラーで構成され、被写体の観察位置にある状
態では、被写体からの光束（光軸Ｌ１）の一部の光束（光軸Ｌ２，Ｌ３）を当該クイック
リターンミラー１２１で反射してファインダ１３５および測光センサ１３７へ導き、一部
の光束（光軸Ｌ４）を透過させてサブミラー１２２へ導く。これに対して、サブミラー１
２２は全反射ミラーで構成され、クイックリターンミラー１２１を透過した光束（光軸Ｌ
４）を焦点検出モジュール１６０へ導く。
【００３０】
　したがって、ミラー系１２０が観察位置にある場合は、被写体からの光束（光軸Ｌ１）
はファインダ１３５、測光センサ１３５および焦点検出モジュール１６０へ導かれ、撮影
者により被写体の観察が行われるとともに、露出演算や撮影レンズ２１０の焦点調節状態
の検出が実行される。そして、撮影者がレリーズボタンを全押しするとミラー系１２０が
撮影位置に回転し、被写体からの光束（光軸Ｌ１）は撮像素子１１０へ導かれ、撮影した
画像データをメモリ１８０に保存する。
【００３１】
　撮像素子１１０は、カメラボディ１００の、被写体からの光束の光軸Ｌ１上であって、
撮影レンズ２１０の予定焦点面となる位置に設けられている。撮像素子１１０は、複数の
光電変換素子が二次元に配列されたものであって、二次元ＣＣＤイメージセンサ、ＭＯＳ
センサまたはＣＩＤなどで構成することができる。この撮像素子１１０で光電変換された
電気画像信号は、カメラ制御部１７０で画像処理されたのちメモリ１８０に保存される。
なお、撮影画像を格納するメモリ１８０は内蔵型メモリやカード型メモリなどで構成する
ことができる。
【００３２】
　一方、クイックリターンミラー１２１で反射された被写体光からの光束は、撮像素子１
１０と光学的に等価な面に配置された焦点板１３１に結像し、ペンタプリズム１３３と接
眼レンズ１３４とを介して撮影者により観察可能となっている。このとき、透過型液晶表
示器１３２は、焦点板１３１上の被写体像に焦点検出エリアマークなどを重畳して表示す
るとともに、被写体像外のエリアにシャッター速度、絞り値、撮影枚数などの撮影に関す
る情報を表示する。これにより、撮影者は、撮影準備状態において、ファインダ１３５を
通して被写体およびその背景ならびに撮影関連情報などを観察することができる。
【００３３】
　測光センサ１３７は、二次元カラーＣＣＤイメージセンサなどで構成され、撮影の際の
露出値を演算するため、撮影画面を複数の領域に分割して領域ごとの輝度に応じた測光信
号を出力する。測光センサ１３７で検出された画像情報はカメラ制御部１７０へ出力され
、自動露出制御に用いられる。
【００３４】
　焦点検出モジュール１６０は、サブミラー１２２で反射した光束の光軸Ｌ４上であって
、撮像素子１１０の撮像面と光学的に等価な面の位置に固定されており、被写体光を用い
た位相差検出方式により、撮影光学系のデフォーカス量を算出し、これに基づいてレンズ
駆動量を演算し、これをレンズ制御部１７０へ送信する。そして、レンズ駆動量が、レン
ズ制御部１７０からレンズ制御部２３０に送信されることにより、撮影レンズ２１０に含
まれるフォーカスレンズの位置が調整される。
【００３５】
　操作部１５０は、シャッターレリーズボタンや撮影者がカメラ１の各種動作モードを設
定するための入力スイッチであり、後述する起動用音声および撮像用音声を記憶するため
の「音記憶撮影モード」を選択するためのスイッチや、集音マイク１４０から入力された
音声に基づいて、カメラ１の撮影準備動作の起動および撮影を自動的に行なうための「音
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検知自動撮影モード」を選択するためのスイッチなどを備えている。この操作部１５０に
より設定された各種モード、および操作信号はカメラ制御部１７０へ送信される。また、
シャッターレリーズボタンのスイッチは、ボタンの半押しでＯＮとなる第１スイッチＳＷ
１と、ボタンの全押しでＯＮとなる第２スイッチＳＷ２とを含む。
【００３６】
　表示部１９０は、撮像素子１１０からの画像情報を、カメラ制御部１７０を介して取得
し、取得した画像情報に基づく画像を、表示部１９０に備えられたディスプレイに表示す
る。
【００３７】
　また、カメラボディ１００には、集音マイク１４０が備えられている。集音マイク１４
０は、カメラ１周囲の音声を集音し、集音した音声信号をカメラ制御部１７０に送信する
。
【００３８】
　カメラボディ１００にはカメラ制御部１７０が設けられている。カメラ制御部１７０は
マイクロプロセッサとメモリなどの周辺部品から構成され、マウント部３００に設けられ
た電気信号接点部によりレンズ制御部２３０と電気的に接続され、このレンズ制御部２３
０からレンズ情報を受信するとともに、レンズ制御部２３０へ各種制御信号を送信する。
また、カメラ制御部１７０は、上述したように撮像素子１１０から画像情報を読み出すと
ともに、必要に応じて所定の情報処理を施し、メモリ１８０および表示部１９０に出力す
る。さらに、カメラ制御部１７０は、撮影画像情報の補正やレンズ鏡筒２００の焦点調節
状態、絞り調節状態などを検出するなど、カメラ１全体の制御を司る。
【００３９】
　図２に、カメラ制御部１７０の構成を示すブロック図を示す。図２に示すように、カメ
ラ制御部１７０は、音声解析部１７１、起動用音声記憶部１７２、第１音声特性比較部１
７３、撮象用音声記憶部１７４、第２音声特性比較部１７５、および起動制御部１７６を
有する。
【００４０】
　音声解析部１７１は、集音マイク１４０により集音されたカメラ１周囲の外部音声の音
声信号を取得し、取得した音声信号の解析を行なう。具体的には、音声解析部１７１は、
集音マイク１４０から入力された音声信号の解析を行うことで、外部音声の音声特性、す
なわち、音量の情報、音声波形の情報、および基本周波数の情報を抽出する。図３、図４
に、集音マイク１４０により集音された外部音声の具体的な例として、ピアノ音（特定の
鍵盤を押した時のピアノの音）の音量の情報および音声波形の情報の一例を示す。ここで
、図３は、ピアノ音の音量の情報を示す図であり、図３中においては、時間に対する音量
の大きさの変化をグラフ化して示している。なお、この図３においては、音量の大きさを
、最大音量を１として、規格化して表している。また、図４は、ピアノ音の音声波形の情
報を示す図であり、図４中においては、時間に対する音声波形の変化をグラフ化して示し
ている。なお、この図４においては、音声波形の振幅の大きさを、最大振幅を１として、
規格化して表している。
【００４１】
　そして、音声解析部１７１は、集音マイク１４０から入力された音声信号の解析を行な
い、図３、図４に示すように、外部音声の音量の情報、および音声波形の情報を抽出し、
さらには、音声波形の情報に基づいて、音声波形をフーリエ変換することにより、音声信
号を周波数ごとに分解する処理を行なう。ここで、図５に、図４に示す音声波形をフーリ
エ変換することにより得られた周波数ごとの振幅のデータを、図６に、図４に示す音声波
形をフーリエ変換することにより得られた周波数ごとの位相のデータを、それぞれ示す。
なお、図５においては、振幅の大きさを、最大振幅を１として、規格化して表している。
そして、音声解析部１７１は、音声波形をフーリエ変換することにより得られた周波数ご
との振幅のデータから、基本周波数の情報を抽出する。ここで、基本周波数は、音声波形
を構成する周波数成分のうち、周波数が最も低い周波数成分の周波数である。なお、図５
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、図６に示す例においては、１０００Ｈｚ付近に基本周波数が存在することとなる。
【００４２】
　このように音声解析部１７１により抽出された外部音声の音量の情報、音声波形の情報
、および基本周波数の情報は、起動用音声記憶部１７２、および大１音声特性比較部１７
３に出力される。
【００４３】
　起動用音声記憶部１７２は、カメラ１の撮影準備動作の起動に用いるための起動用音声
の音声特性の情報、すなわち、起動用音声の音量の情報、音声波形の情報、および基本周
波数の情報を記憶する。本実施形態では、たとえば、「音記憶撮影モード」において、シ
ャッターレリーズボタンが半押し（第１スイッチＳＷ１オン）された際に、集音マイク１
４０から入力された音声を、起動用音声記憶部１７２に記憶させるための起動用音声とす
ることができる。すなわち、本実施形態では、「音記憶撮影モード」において、シャッタ
ーレリーズボタンが半押しされた際に、集音マイク１４０から入力された音声を起動用音
声とし、該音声の音声特性の情報を起動用音声記憶部１７２に記憶させることができる。
具体例として、たとえば、図３～図６に示す音声特性を有する音声が、たとえば、シャッ
ターレリーズボタンが半押し（第１スイッチＳＷ１オン）された際において、集音マイク
１４０から入力された音声である場合に、該音声の音声特性を、起動用音声記憶部１７２
に記憶させることができる。
【００４４】
　第１音声特性比較部１７３は、集音マイク１４０から入力された外部音声の音声特性（
以下、適宜、「外部音声特性」とする。）を、音声解析部１７１から受信し、外部音声特
性と、起動用音声記憶部１７２に記憶されている起動用音声の音声特性との比較を行い、
外部音声の音声特性と、起動用音声記憶部１７２に記憶されている起動用音声の音声特性
とが一致するか否かの判断を行なう。すなわち、第１音声特性比較部１７３は、外部音声
が、起動用音声記憶部１７２に記憶されている起動用音声と一致しているか否かの判断を
行なう。
【００４５】
　集音マイク１４０から入力された外部音声と、起動用音声記憶部１７２に記憶されてい
る起動用音声とが、一致しているか否かの判断は、以下のようにして行われる。すなわち
、まず、第１音声特性比較部１７３は、外部音声の音量および音声波形と、起動用音声の
音量および音声波形とに基づいて、音量差ΔＶおよび音声波形差ΔＷを算出する。ここで
、図７に、外部音声と、起動用音声との音量差ΔＶを算出する方法の一例を、図８に、外
部音声と、起動用音声との音声波形差ΔＷを算出する方法の一例を、それぞれ示す。第１
音声特性比較部１７３は、図７に示すように、外部音声の音量と、起動用音声の音量との
差分を、時間ごとに算出し、算出した差分を時間積分することで、音量差ΔＶを算出する
。また、第１音声特性比較部１７３は、図８に示すように、外部音声の音声波形と、起動
用音声の音声波形との差分を、時間ごとに算出し、算出した差分を時間積分することで、
算出した差分を時間積分することで、音声波形差ΔＷを算出する。
【００４６】
　そして、第１音声特性比較部１７３は、算出した音量差ΔＶ、音声波形差ΔＷに基づい
て、外部音声と、起動用音声とが一致するか否かの判定を行なう。具体的には、算出した
音量差ΔＶが所定の第１音量閾値Ｖ１以下であり、かつ、算出した音声波形差ΔＷが所定
の第１音声波形閾値Ｗ１以下である場合に、外部音声と、起動用音声とが一致していると
判定する。なお、第１音量閾値Ｖ１としては、外部音声と、起動用音声とが、実質的に同
一の音声の音量であると判断できるような値に設定することができる。同様に、第１音声
波形閾値Ｗ１としては、外部音声と、起動用音声とが、実質的に同一の音声の音量波形で
あると判断できるような値に設定することができる。
【００４７】
　そして、第１音声特性比較部１７３は、外部音声と、起動用音声記憶部１７２に記憶さ
れている起動用音声とが一致していると判断した場合には、カメラ１の撮影準備動作の起
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動を行なわせるための起動用信号を、起動制御部１７６に送出し、起動制御部１７６に、
カメラ１の撮影準備動作の起動を行なわせるための処理を実行させる。
【００４８】
　なお、起動用音声記憶部１７２に起動用音声が複数記憶されている場合には、第１音声
特性比較部１７３は、外部音声の音声特性と一致する音声特性を有する起動用音声が少な
くとも１つ存在する場合に、外部音声と、起動用音声記憶部１７２に記憶されている起動
用音声とが一致していると判断することができる。
【００４９】
　また、撮象用音声記憶部１７４は、カメラ１の撮像に用いるための撮像用音声の音声特
性の情報、すなわち、起動用音声の音量の情報、音声波形の情報、および基本周波数の情
報を記憶する。本実施形態では、たとえば、「音検知自動撮影モード」において、シャッ
ターレリーズボタンが全押し（第２スイッチＳＷ２オン）された際に、集音マイク１４０
から入力された音声を、撮象用音声記憶部１７４に記憶させるための撮像用音声とするこ
とができる。すなわち、本実施形態では、「音検知自動撮影モード」において、シャッタ
ーレリーズボタンが全押しされた際に、集音マイク１４０から入力された音声を撮像用音
声とし、該音声の音声特性の情報を撮象用音声記憶部１７４に記憶させることができる。
具体例として、たとえば、図３～図６に示す音声特性を有する音声が、たとえば、シャッ
ターレリーズボタンが全押し（第２スイッチＳＷ２オン）された際において、集音マイク
１４０から入力された音声である場合に、該音声の音声特性を、撮象用音声記憶部１７４
に記憶させることができる。
【００５０】
　第２音声特性比較部１７５は、起動制御部１７６によりカメラ１の撮影準備動作が起動
されている場合に、集音マイク１４０から入力された外部音声の音声特性を、音声解析部
１７１から受信し、外部音声特性と、撮象用音声記憶部１７４に記憶されている撮像用音
声の音声特性との比較を行い、外部音声の音声特性と、撮象用音声記憶部１７４に記憶さ
れている撮象用音声の音声特性とが一致するか否かの判断を行なう。すなわち、第２音声
特性比較部１７５は、外部音声が、撮象用音声記憶部１７４に記憶されている撮像用音声
と一致しているか否かの判断を行なう。
【００５１】
　なお、集音マイク１４０から入力された外部音声と、撮象用音声記憶部１７４に記憶さ
れている撮像用音声とが、一致しているか否かの判断は、上述した第１音声特性比較部１
７３と同様に行なうことができる。すなわち、第２音声特性比較部１７５は、外部音声の
音量および音声波形と、撮像用音声の音量および音声波形とに基づき、音量差ΔＶ、音声
波形差ΔＷを算出し、音量差ΔＶが第２音量閾値Ｖ２以下であり、かつ、音声波形差ΔＷ
が第２音声波形閾値Ｗ２以下である場合に、外部音声と、撮像用音声とが一致していると
判断することができる。なお、第２音量閾値Ｖ２、および第２音声波形閾値Ｗ２としては
、上述した第１音量閾値Ｖ１、および第１音声波形閾値Ｗ１と同様にして設定することが
でき、また、第２音量閾値Ｖ２、および第２音声波形閾値Ｗ２は、上述した第１音量閾値
Ｖ１、および第１音声波形閾値Ｗ１と、それぞれ同じ値としてもよい。
【００５２】
　そして、第２音声特性比較部１７５は、外部音声と、撮像用音声記憶部１７４に記憶さ
れている撮像用音声とが一致していると判断した場合には、カメラ１に撮像を行わせるた
めの撮像用信号を、起動制御部１７６に送出し、起動制御部１７６に、カメラ１により撮
影を行なわせるための処理を実行させる。
【００５３】
　なお、撮像用音声記憶部１７４に撮像用音声が複数記憶されている場合には、第２音声
特性比較部１７５は、外部音声の音声特性と一致する音声特性を有する起動用音声が少な
くとも１つ存在する場合に、外部音声と、撮像用音声記憶部１７４に記憶されている撮像
用音声とが一致していると判断することができる。
【００５４】
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　起動制御部１７６は、カメラ１の撮影準備動作の起動、およびカメラ１の撮像動作の起
動を制御する。具体的には、起動制御部１７６は、「音検知自動撮影モード」が選択され
ている場合において、上述した第１音声特性比較部１７３によって、外部音声と、起動用
音声記憶部１７２に記憶されている起動用音声とが一致していると判断した場合に、第１
音声特性比較部１７３から、カメラ１の撮影準備動作の起動を行なわせるための起動用信
号を受信し、受信した起動用信号に基づいて、カメラ１の撮影準備動作の起動を行なう。
すなわち、起動制御部１７６は、第１音声特性比較部１７３からの起動用信号を受信する
と、撮像素子１１０、測光センサ１３７、焦点検出モジュール１６０および表示部１９０
を起動させる。そして、これにより、起動制御部１７６は、撮像素子１１０による撮像信
号の取得、測光センサ１３７による測光信号の取得、焦点検出モジュール１６０による焦
点検出用の信号の取得、および表示部１９０による撮影画像等の表示の各動作を開始させ
る。
【００５５】
　また、起動制御部１７６は、「音検知自動撮影モード」が選択されている場合において
、カメラ１の撮影準備動作の起動が行なわれている状態において、上述した第２音声特性
比較部１７５によって、外部音声と、撮像用音声記憶部１７４に記憶されている撮像用音
声とが一致していると判断した場合に、第２音声特性比較部１７５から、カメラ１に撮像
を行なわせるための撮像用信号を受信し、受信した撮像用信号に基づいて、撮像素子１１
０に被写体像の撮像を行なわせる。
【００５６】
　さらに、起動制御部１７６は、「音検知自動撮影モード」以外のモードが選択されてい
る場合には、撮影者により、操作部１５０を介して、撮像操作が行なわれた場合に、カメ
ラ１の撮影準備動作の起動、およびカメラ１の撮像動作の起動の制御を行う。すなわち、
起動制御部１７６は、シャッターレリーズボタンが半押し（第１スイッチＳＷ１オン）さ
れた場合に、カメラ１の撮影準備動作の起動を行ない、さらに、カメラ１の撮影準備動作
が起動されている場合に、シャッターレリーズボタンが全押し（第２スイッチＳＷ２オン
）された場合に、カメラ１の撮像動作を起動する。
【００５７】
　次に、本実施形態に係るカメラの動作例を説明する。
【００５８】
　以下においては、起動用音声および撮像用音声を記憶するための「音記憶撮影モード」
が選択されている場合における動作例を説明する。ここで、図９は「音記憶撮影モード」
が選択されている場合におけるカメラ１の動作を示すフローチャートである。
【００５９】
　以下に説明する動作はカメラ１の電源がオンとされ、「音記憶撮影モード」が選択され
た場合に開始される。なお、本実施形態のカメラ１は、電源がオンされた時点では、低消
費電力モード（撮像素子１１０、測光センサ１３７、焦点検出モジュール１６０、および
表示部１９０がオフとされているモード）に設定される。
【００６０】
　まず、ステップＳ１０１では、撮影者によりシャッターレリーズボタンの半押し（第１
スイッチＳＷ１のオン）がされたかどうかを判断し、第１スイッチＳＷ１がオンした場合
はステップＳ１０２へ進み、第１スイッチＳＷ１がオンしていない場合はステップＳ１０
１で待機する。
【００６１】
　ステップＳ１０２では、起動制御部１７６により、カメラ１の撮影準備動作の起動を行
なわせるための処理が行なわれる。具体的には、起動制御部１７６により、撮像素子１１
０による撮像信号の取得、測光センサ１３７による測光信号の取得、焦点検出モジュール
１６０による焦点検出用の信号の取得、および表示部１９０による撮影画像等の表示の各
動作を開始させるための処理が行なわれる。そして、ステップＳ１０２では、撮像素子１
１０により取得された撮像信号に基づく画像を、スルー画像として表紙部１９０に表示す
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るための処理が、カメラ制御部１７０により開始される。
【００６２】
　ステップＳ１０３では、シャッターレリーズボタンの半押し（第１スイッチＳＷ１のオ
ン）がされたタイミングにおいて、集音マイク１４０により、入力された外部音声の音声
特性を、起動用音声記憶部１７２に、起動用音声特性として記憶させるための処理が行な
われる。具体的には、シャッターレリーズボタンの半押しがされたタイミングにおいて、
集音マイク１４０により入力された外部音声について、音声解析部１７１により、音声特
性、すなわち、音量の情報、音声波形の情報、および基本周波数の情報の抽出が行なわれ
る。なお、この場合における、音声特性の抽出の対象とされる外部音声の時間的な長さと
しては特に限定されないが、予め定められた所定時間としてもよい。そして、音声解析部
１７１により抽出された外部音声の音声特性が、起動用の音声特性として、起動用音声記
憶部１７２に記憶される。
【００６３】
　ステップＳ１０４では、カメラ制御部１７０に備えられたタイマー（不図示）の起動が
行なわれる。なお、既に、タイマーが起動している場合には、タイマーのカウント値をゼ
ロに設定する処理が行なわれる。
【００６４】
　ステップＳ１０５では、カメラ制御部１７０により、測光センサ１３７により取得され
た測光信号に基づいて露出演算が行われる。
【００６５】
　ステップＳ１０６では、カメラ制御部１７０により、焦点検出モジュール１６０により
取得された焦点検出用の信号に基づいて、光学系の焦点状態を検出するための演算が行わ
れ、該演算結果に基づいて、撮影レンズ２１０を構成するフォーカスレンズを駆動するこ
とで、光学系の焦点調節が行なわれる。
【００６６】
　ステップＳ１０７では、カメラ制御部１７０により、撮影者によってシャッターレリー
ズボタンの全押し（第２スイッチＳＷ２のオン）がされたかどうかの判断が行われる。第
２スイッチＳＷ２がオンした場合には、ステップＳ１０８に進む。一方、第２スイッチＳ
Ｗ２がオンしていない場合には、ステップＳ１１１に進む。
【００６７】
　ステップＳ１０８では、起動制御部１７６により、撮像素子１１０に被写体像の撮像を
行なわせる処理が行なわれ、これにより、撮像素子１１０によって、被写体像の撮影が行
なわれ、画像信号が出力される。
【００６８】
　ステップＳ１０９では、ステップＳ１０８において、撮像素子１１０により出力された
画像信号を、メモリ１８０に記憶させる処理が行なわれる。
【００６９】
　ステップＳ１１０では、シャッターレリーズボタンの全押し（第２スイッチＳＷ２のオ
ン）がされたタイミングにおいて、集音マイク１４０により、入力された外部音声の音声
特性を、撮像用音声記憶部１７４に、撮像用音声特性として記憶させるための処理が行な
われる。具体的には、シャッターレリーズボタンの全押しがされたタイミングにおいて、
集音マイク１４０により入力された外部音声について、音声解析部１７１により、音声特
性、すなわち、音量の情報、音声波形の情報、および基本周波数の情報の抽出が行なわれ
る。なお、この場合における、音声特性の抽出の対象とされる外部音声の時間的な長さと
しては特に限定されないが、予め定められた所定時間としてもよい。そして、音声解析部
１７１により抽出された外部音声の音声特性が、撮像用の音声特性として、撮像用音声記
憶部１７４に記憶される。
【００７０】
　ステップＳ１１１では、シャッターレリーズボタンの半押し（第１スイッチＳＷ１のオ
ン）が継続されているか否かの判断が行なわれ、第１スイッチＳＷ１がオンとなっている
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場合はステップＳ１０４に戻り、タイマーのカウント値がゼロに設定され、再度、ステッ
プＳ１０５～Ｓ１１０の処理を繰り返す。一方、第１スイッチＳＷ１がオンとなっていな
い場合はステップＳ１１２に進む。
【００７１】
　ステップＳ１１２では、タイマーのカウント値が、予め定められた所定値以上となって
いるか否か（すなわち、第１スイッチがオフとなってから所定時間以上経過したか否か）
の判定が行なわれる。タイマーのカウント値が、予め定められた所定値以上となっていな
い場合には、ステップＳ１０５に戻り、再度、ステップＳ１０５～Ｓ１１１の処理を繰り
返す。一方、タイマーのカウント値が、予め定められた所定値以上となった場合には、ス
テップＳ１１３に進む。
【００７２】
　ステップＳ１１３では、タイマーのカウント値が、予め定められた所定値以上となった
ため（第１スイッチがオフとなってから所定時間以上経過したため）、撮像素子１１０、
測光センサ１３７、焦点検出モジュール１６０、および表示部１９０がオフとされ、低消
費電力モードに移行し、ステップＳ１０１に戻る。
【００７３】
　以上のようにして、「音記憶撮影モード」において、シャッターレリーズボタンの半押
し時の外部音声の音声特性を、起動用音声特性として起動用音声記憶部１７２に記憶させ
る処理が行なわれ（ステップＳ１０３）、また、シャッターレリーズボタンの全押し時の
外部音声の音声特性を、撮像用音声特性として撮像用音声記憶部１７４に記憶させる処理
が行なわれる（ステップＳ１１１）。
【００７４】
　次いで、カメラ１の撮影準備動作の起動および撮影を自動的に行なうための「音検知自
動撮影モード」が選択されている場合における動作例を説明する。ここで、図１０は「音
検知自動撮影モード」が選択されている場合におけるカメラ１の動作を示すフローチャー
トである。
【００７５】
　以下に説明する動作はカメラ１の電源がオンとされ、「音検知自動撮影モード」が選択
された場合に開始される。なお、本実施形態のカメラ１は、電源がオンされた時点では、
低消費電力モード（撮像素子１１０、測光センサ１３７、焦点検出モジュール１６０、お
よび表示部１９０がオフとされているモード）に設定される。
【００７６】
　まず、ステップＳ２０１では、集音マイク１４０により、外部音声の入力が行なわれる
。
【００７７】
　ステップＳ２０２では、音声解析部１７１により、ステップＳ２０１において入力され
た外部音声の解析が行なわれる。具体的には、音声解析部１７１は、集音マイク１４０か
ら入力された音声信号の解析を行なうことで、外部音声の音声特性、すなわち、図３、図
４に示すような音量の情報、音声波形の情報の抽出を行なう。
【００７８】
　ステップＳ２０３では、第１音声特性比較部１７３により、ステップＳ２０２において
抽出された外部音声特性と、起動用音声記憶部１７２に記憶されている起動用音声の音声
特性との比較が行われ、これにより、外部音声と、起動用音声記憶部１７２に記憶されて
いる起動用音声とが一致しているか否かの判断が行なわれる。具体的には、第１音声特性
比較部１７３は、外部音声の音量および音声波形と、起動用音声の音量および音声波形と
に基づいて、音量差ΔＶおよび音声波形差ΔＷを算出し、算出した音量差ΔＶが所定の第
１音量閾値Ｖ１以下であり、かつ、算出した音声波形差ΔＷが所定の第１音声波形閾値Ｗ

１以下であるか否かの判断が行なわれる。外部音声と、起動用音声記憶部１７２に記憶さ
れている起動用音声とが一致していると判断された場合には、ステップＳ２０４に進む。
一方、外部音声と起動用音声記憶部１７２に記憶されている起動用音声とが一致していな
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いと判断された場合には、ステップＳ２０１に戻り、再度、外部音声の入力（ステップＳ
２０１）、音声信号の解析（ステップＳ２０２）、および起動用音声と一致するか否かの
判定（ステップＳ２０３）が行なわれる。すなわち、本実施形態では、起動用音声と一致
する外部音声が入力されるまで、集音マイク１４０による、外部音声の入力、および外部
音声と撮像用音声記憶部１７４に記憶されている撮像用音声とが一致しているか否かの判
断を、所定の時間間隔で繰り返し行なう。
【００７９】
　ステップＳ２０４では、外部音声と起動用音声記憶部１７２に記憶されている起動用音
声とが一致していると判断されたため、第１音声特性比較部１７３により、カメラ１の撮
影準備動作の起動を行なわせるための起動用信号が、起動制御部１７６に送出され、起動
制御部１７６により、カメラ１の撮影準備動作の起動が行なわれる。具体的には、起動制
御部１７６により、撮像素子１１０による撮像信号の取得、測光センサ１３７による測光
信号の取得、焦点検出モジュール１６０による焦点検出用の信号の取得、および表示部１
９０による撮影画像等の表示の各動作を開始させるための処理が行なわれる。そして、ス
テップＳ１０２では、撮像素子１１０により取得された撮像信号に基づく画像を、スルー
画像として表紙部１９０に表示するための処理が、カメラ制御部１７０により開始される
。
【００８０】
　ステップＳ２０５～Ｓ２０７では、図９に示すステップＳ１０４～Ｓ１０６と同様に、
タイマーの起動、露出演算および光学系の焦点調節が行われる。
【００８１】
　ステップＳ２０８では、集音マイク１４０により、外部音声の入力が行なわれる。
【００８２】
　ステップＳ２０９では、上述したステップＳ２０２と同様にして、音声解析部１７１に
より、ステップＳ２０８において入力された外部音声の音声特性、すなわち、図３、図４
に示すような音量の情報、音声波形の情報の抽出が行なわれる。
【００８３】
　ステップＳ２１０では、第２音声特性比較部１７５により、ステップＳ２０９において
抽出された外部音声特性と、撮像用音声記憶部１７４に記憶されている撮像用音声の音声
特性との比較が行われ、これにより、外部音声と撮像用音声記憶部１７４に記憶されてい
る撮像用音声とが一致しているか否かの判断が行なわれる。具体的には、第２音声特性比
較部１７５は、外部音声の音量および音声波形と、起動用音声の音量および音声波形とに
基づいて、音量差ΔＶおよび音声波形差ΔＷを算出し、算出した音量差ΔＶが所定の第２
音量閾値Ｖ２以下であり、かつ、算出した音声波形差ΔＷが所定の第２音声波形閾値Ｗ２

以下であるか否かの判断が行なわれる。外部音声と、撮像用音声記憶部１７４に記憶され
ている撮像用音声とが一致していると判断された場合には、ステップＳ２１１に進む。一
方、外部音声と撮像用音声記憶部１７４に記憶されている起動用音声とが一致していない
と判断された場合には、ステップＳ２１３に進む。
【００８４】
　ステップＳ２１１では、外部音声と撮像用音声記憶部１７４に記憶されている撮像用音
声とが一致していると判断されたため、第２音声特性比較部１７５により、カメラ１に撮
像を行わせるための撮像用信号が、起動制御部１７６に送出される。そして、起動制御部
１７６により、撮像素子１１０に被写体像の撮像を行なわせる処理が行なわれ、これによ
り、撮像素子１１０によって、被写体像の撮影が行なわれ、画像信号が出力される。
【００８５】
　ステップＳ２１２では、ステップＳ２１１において、撮像素子１１０により出力された
画像信号を、メモリ１８０に記憶させる処理が行なわれる。
【００８６】
　ステップＳ２１３では、タイマーのカウント値が、予め定められた所定値以上となって
いるか否か（すなわち、撮影準備動作の起動が行なわれてから所定時間以上経過したか否
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か）の判定が行なわれる。タイマーのカウント値が、予め定められた所定値以上となって
いない場合には、ステップＳ２０６に戻り、タイマーのカウント値が、予め定められた所
定値以上となるまで、ステップＳ２０６～Ｓ２１３の処理が繰り返し行なわれる。すなわ
ち、本実施形態では、タイマーのカウント値が、予め定められた所定値以上となるまで、
集音マイク１４０による、外部音声の入力、および外部音声と撮像用音声記憶部１７４に
記憶されている撮像用音声とが一致しているか否かの判断を、所定の時間間隔で繰り返し
行なう。一方、タイマーのカウント値が、予め定められた所定値以上となった場合には、
ステップＳ１１４に進む。
【００８７】
　ステップＳ２１４では、タイマーのカウント値が、予め定められた所定値以上となった
ため（撮影準備動作の起動が行なわれてから所定時間以上経過したため）、撮像素子１１
０、測光センサ１３７、焦点検出モジュール１６０、および表示部１９０がオフとされ、
低消費電力モードに移行し、ステップＳ２０１に戻る。
【００８８】
　以上のようにして、本実施形態では、「音検知自動撮影モード」において、起動用音声
記憶部１７２に記憶されている起動用音声と一致する外部音声が、集音マイク１４０を介
して、入力された場合には、カメラ１の撮影準備動作の起動を行ない（ステップＳ２０３
、Ｓ２０４）、また、撮像用音声記憶部１７４に記憶されている撮像用音声と一致する外
部音声が、集音マイク１４０を介して、入力された場合には、カメラ１による撮像を行な
うものである（ステップＳ２１０～Ｓ２１２）。
【００８９】
　本実施形態では、集音マイク１４０を介して、外部音声を入力し、入力された外部音声
の音声特性と、起動用音声記憶部１７２に記憶されている起動用音声の音声特性とを比較
し、外部音声の音声特性が、起動用音声の音声特性と一致する場合に、カメラ１の撮影準
備動作の起動を行なうような構成とすることにより、特定の外部音声がカメラ１周囲で発
せられた場合に、このような特定の外部音声と同期して、カメラ１の撮影準備動作の起動
を行なわせることが可能となる。
【００９０】
　また、本実施形態では、カメラ１の撮影準備動作が起動している場合に、集音マイク１
４０を介して、外部音声を入力し、入力された外部音声の音声特性と、撮像用音声記憶部
１７４に記憶されている撮像用音声の音声特性とを比較し、外部音声の音声特性が、撮像
用音声の音声特性と一致する場合に、カメラ１による撮影を行なうような構成とすること
により、特定の外部音声がカメラ１周囲で発せられた場合に、このような特定の外部音声
と同期して、カメラ１による撮影を行なわせることが可能となる。
【００９１】
　さらに、本実施形態においては、シャッターレリーズボタンの半押し時（第１スイッチ
ＳＷ１のオン時）の外部音声の音声特性を、起動用音声特性として起動用音声記憶部１７
２に記憶させ、また、シャッターレリーズボタンの全押し時（第２スイッチＳＷ２のオン
時）の外部音声の音声特性を、撮像用音声特性として撮像用音声記憶部１７４に記憶させ
ることができ、これにより、所望の音声を予め登録しておき、予め登録した所望の音声に
同期して、カメラ１の撮影準備動作の起動およびカメラ１による撮影を行なわせることが
できる。
【００９２】
　図１１に、本実施形態が適用される一場面例を示す。なお、図１１においては、図１１
（Ｂ）に示すように、たとえば、自動車レース等において、自動車が「α」に示す位置か
ら、「β」に示す位置に向かって、カメラ１に近づいてくるような場面を示している。ま
た、図１１（Ａ）は、図１１（Ｂ）に示すような場面における、カメラ１に入力される自
動車の走行音の音量の変化を示している。このような場面において、本実施形態によれば
、「音記憶撮影モード」において、予め自動車が「α」に示す位置にあるときに、シャッ
ターボタンの半押しを行い、自動車が「α」に示す位置にあるときの外部音声を、起動用
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音声として記憶させておき、また、自動車が「β」に示す位置にあるときに、シャッター
ボタンの全押しを行い、自動車が「β」に示す位置にあるときの外部音声を、撮像用音声
として記憶させておくことができる。そして、このような場合において、本実施形態によ
れば、「音検知自動撮影モード」に設定しておくことで、自動車が「α」に示す位置にき
たときに、カメラ１の撮影準備動作の起動が行なわれ、次いで、自動車が「β」に示す位
置にきたときに、カメラ１により自動撮影を行わせることができる。なお、このような自
動車レースにおいては、撮影者が撮影したい自動車以外の自動車も、コース上を走行して
いることが一般的であるが、本実施形態では、外部音声の音量に加えて、外部音声の音声
波形が一致した場合に、カメラ１の撮影準備動作の起動および自動撮影を行うものである
ため、このような場面においても、撮影者が撮影したい自動車を適切に撮影することがで
きる。
【００９３】
　なお、以上説明した実施形態は、本発明の理解を容易にするために記載されたものであ
って、本発明を限定するために記載されたものではない。したがって、上記の実施形態に
開示された各要素は、本発明の技術的範囲に属する全ての設計変更や均等物をも含む趣旨
である。
【００９４】
　たとえば、上述した実施形態では、第１音声特性比較部１７３により、外部音声の音声
特性と起動用音声の音声特性とが一致しているか否かを判断する際に、これらの音声特性
のうち、音量および音声波形の情報に基づいて、音量差ΔＶおよび音声波形差ΔＷを算出
し、音量差ΔＶが所定の第１音量閾値Ｖ１以下であり、かつ、音声波形差ΔＷが所定の第
１音声波形閾値Ｗ１以下である場合に、外部音声の音声特性と起動用音声の音声特性とが
一致していると判断するような構成を例示した。これに対し、本実施形態においては、音
量差ΔＶおよび音声波形差ΔＷに代えて、音量差ΔＶおよび基本周波数に基づいて、外部
音声の音声特性と起動用音声の音声特性とが一致しているか否かの判断を行なってもよい
。この場合においては、音量差ΔＶが、所定の第１音量閾値Ｖ１以下であり、かつ、外部
音声の基本周波数と起動用音声の基本周波数とが一致する場合に、外部音声の音声特性と
起動用音声の音声特性とが一致していると判断することができる。なお、第１音声特性比
較部１７３だけでなく、第２音声特性比較部１７５においても、音量差ΔＶおよび音声波
形差ΔＷに代えて、音量差ΔＶおよび基本周波数に基づいて、外部音声の音声特性と撮像
用音声の音声特性とが一致しているか否かの判断を行なうことももちろん可能である。
【００９５】
　また、上述した実施形態では、「音記憶撮影モード」において、シャッターレリーズボ
タンの全押し（第２スイッチＳＷ２のオン）がされた場合に、シャッターレリーズボタン
の全押しがされたタイミングにおいて、集音マイク１４０により、入力された外部音声の
音声特性を、撮像用音声記憶部１７４に、撮像用音声特性として記憶させるような構成を
例示した（図９のステップＳ１１０）。これに対し、本実施形態においては、「音記憶撮
影モード」において、シャッターレリーズボタンの全押し（第２スイッチＳＷ２のオン）
がされた場合には、シャッターレリーズボタンの全押しがされたタイミングから所定時間
前までに入力された外部音声の音声特性を、撮像用音声記憶部１７４に、撮像用音声特性
として記憶させるような構成としてもよい。このような構成とすることにより、撮影者が
撮影したいタイミングにより近いタイミング（撮影者が撮影したいタイミングとほぼ一致
したタイミング）で、自動撮影を行うことが可能となる。また、「音記憶撮影モード」に
おいて、シャッターレリーズボタンの半押し（第１スイッチＳＷ１のオン）がされた場合
においても、シャッターレリーズボタンの半押しがされたタイミングから所定時間前まで
に入力された外部音声の音声特性を、起動用音声記憶部１７２に、起動用音声特性として
記憶させるような構成としてもよい。
【００９６】
　さらに、上述した実施形態では、「音記憶撮影モード」において、シャッターレリーズ
ボタンの半押し（第１スイッチＳＷ１のオン）、およびシャッターレリーズボタンの全押
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し（第２スイッチＳＷ２のオン）がされた場合に、外部音声の音声特性を、それぞれ、起
動用音声特性および撮像用音声特性として記憶させるような構成を例示した。これに対し
、本実施形態においては、たとえば、カメラ１を、操作部１５０に、音声記憶用のスイッ
チを備えるような構成とし、この音声記憶用のスイッチを押しながら、シャッターレリー
ズボタンの半押し、またはシャッターレリーズボタンの全押しが行なわれた際に、外部音
声の音声特性を、それぞれ、起動用音声特性および撮像用音声特性として記憶させるよう
な構成としてもよい。あるいは、本実施形態においては、外部音声を所定時間連続して記
録し、記録した外部音声をカメラ１で再生し、撮影者が、再生中の外部音声を聞きながら
、所望のタイミングで、シャッターレリーズボタンの半押し、またはシャッターレリーズ
ボタンの全押しをすることで、外部音声の音声特性を、それぞれ、起動用音声特性および
撮像用音声特性として記憶させるような構成としてもよい。
【００９７】
　また、本実施形態においては、「音記憶撮影モード」において、シャッターレリーズボ
タンの半押し、またはシャッターレリーズボタンの全押しがされるか否かに拘わらず、集
音マイク１４０により入力された外部音声について、音声解析部１７１によって、音声特
性、すなわち、音量の情報、音声波形の情報、および基本周波数の情報の抽出を、所定の
時間間隔で繰り返し行なうような構成とし、所定以上の音量を有する外部音声が入力され
た場合に、このような所定以上の音量を有する外部音声の音声特性を、起動用音声特性ま
たは撮像用音声特性として記憶させるような構成としてもよい。図１２に、このような場
合における、音声解析方法の一例を示す。なお、図１２においては、図１２（Ａ）に示す
ような外部音声が、集音マイク１４０により入力された場合における音声解析方法を、図
１２（Ｂ）に示している。すなわち、図１２における例においては、ｔ１、ｔ２、ｔ３、
ｔ４およびｔ５のそれぞれのタイミングで、所定の時間長さＴ１の外部音声を繰り返し入
力し、これら所定の時間長さＴ１の外部音声について、音声解析部１７１によって、音声
特性を抽出する例を示している。そして、この場合において、たとえば、時間ｔ５の時点
で、所定以上の音量を有する外部音声が入力された場合に、本実施形態では、時間ｔ５の
時点から所定の時間長さＴ１の外部音声の音声特性を、起動用音声特性または撮像用音声
特性として記憶させることができる。あるいは、たとえば、時間ｔ５の時点で、所定以上
の音量を有する外部音声が入力された場合に、時間ｔ５より所定時間前、たとえば、ｔ４
の時点から所定の時間長さＴ１の外部音声の音声特性を、起動用音声特性または撮像用音
声特性として記憶させるような構成としてもよい。また、このような処理が開始された際
に、タイマーを起動させて、タイマーのカウント値が所定値となるまでは、集音マイク１
４０により入力された外部音声について、音声解析部１７１によって、音声特性の抽出を
、所定の時間間隔で繰り返し行なうような構成とし、タイマーのカウント値が所定値以上
となったら、このような処理を終了するような構成としてもよい。
【００９８】
　なお、本実施形態の撮像装置１は、上述した一眼レフデジタルカメラに限定されず、レ
ンズ一体型デジタルスチルカメラやビデオカメラにも適用できる。また、携帯電話機など
に内蔵される小型カメラモジュール、監視カメラ、ロボット用視覚認識装置等にも適用で
きる。
【符号の説明】
【００９９】
１…一眼レフデジタルカメラ
　１００…カメラボディ
　　１１０…撮像素子
　　１３７…測光センサ
　　１４０…集音マイク
　　１５０…操作部
　　１６０…焦点検出モジュール
　　１７０…カメラ制御部
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　　１９０…表示部
　２００…レンズ鏡筒
　　２１０…撮影レンズ
　　２２０…絞り装置
　　２３０…レンズ制御部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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